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会 場 講道館　新館7階　大道場

参 加 資 格 出場する地区を通してチーム登録している団体に所属する5名によるチーム編成を原則とする。

チーム編成 以下の団体より登録している者については、次のようにメンバー構成に上限を設ける。

第70回　東京都24地区対抗柔道大会　要項

主 催 公益財団法人東京都柔道連盟

日 時 令和7年12月14日（日）　開会式　13時00分（着替えて12時45分までに大道場に集合）

選手は、全柔連強化選手（ジュニア・カデを含む）に指定されていた者を除く。（当年度含め過去5年）

また、講道館杯、選抜体重別、全日本選手権に過去に出場した者を除く。

選手は、参加資格を満たし各地区柔道会の承認を得た者に限る。

監督は、全柔連公認指導者資格C指導員以上で資格が有効であること

選手は、先鋒より段位順に配列し同段位の場合は体重順とする。

但し、高校生は先鋒・次鋒から体重順に配列する。

・警視庁・東京実業柔道連盟・東京学生柔道連盟・・・下記、①～③のいずれかに該当する者2名まで

※登録区分：役員・社会人・大学生は問わない。

・東京都高体連柔道部・・・下記、①～③のいずれかに該当する高校生2名まで

出場地区に在住・在勤・在学の者

選手は、講道館段位取得者で、社会人及び大学生・各種学校生・高専4・5年生は四段以下、

高校生は、有段者とする。※無段者は出場不可。

異なるブロックに振り分ける。

チームの勝敗は次の順で決定する。

勝ち数の多いチームを勝ちとする。

1で同等の場合は「一本勝ち」の多いチームを勝者とする。

2で同等の場合は「技あり優勢勝ち」の多いチームを勝者とする。

3で同等の場合は「有効優勢勝ち」の多いチームを勝者とする。

参加資格等に不正のあった場合は、その団体を失格とし以後の試合の出場は認めない。

試 合 方 法 第1部は8チームによるＡ・Ｂリーグ戦(4チーム×2)及びＡ・Ｂリーグ1位のチームによる決勝戦

を行う。Ａ・Ｂリーグで2位のチームが第3位となる。

第2部は16チームによるトーナメント戦とする。

組合せは、抽選により決定する。但し、前年度の第1部優勝チーム及び準優勝チームはそれぞれ

1で同等の場合は、「一本勝ち」による勝者総数の多いチームを上位とする。

2で同等の場合は、「技あり優勢勝ち」による勝者総数の多いチームを勝ちとする。

3で同等の場合は、「有効優勢勝ち」による勝者総数の多いチームを勝ちとする。

4で同等の場合は、敗者総数の少ないチームを上位とする。

5で同等の場合は、「一本」による敗者総数の少ないチームを上位とする。

6で同等の場合は、「技有」による敗者総数の少ないチームを上位とする。

4で同等の場合、第１部予選においては「引き分け」とし、第1部決勝戦及び第2部において

は引き分けの対戦(複数の場合は抽選により１対戦)を代表戦とし、4分間の本戦を行い

リーグ戦における順位は次の順で決定する。

勝敗数で同等の場合は、リーグ戦を通じて(3以下同様)勝者総数の多いチームを上位とする。

僅少差をもって勝敗を決する。

7で同等の場合は、「有効」による敗者総数の少ないチームを上位とする。

8で同等の場合は、抽選によって順位を決定する。
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(6) 柔道衣は白色のみとする。インナーの着用は認めない。

審 判 規 定 最新の国際柔道連盟試合審判規定で行う。

試合時間は、4分間とする。

勝敗の決定基準は「一本」「技あり」「有効」「僅差」※とし、得点差が無く、かつ「指導」差が

1以内の場合は「引き分け」とする。

※「僅差」とは、指導の差2をいう。

但し、代表戦は4分間の本戦を行い僅少差をもって勝敗を決する。

審判員は、東京都柔道連盟が委嘱した者による。

今年度の試合成績により第1部、第2部の入れ替えを行う。

第1部の下位2チーム(Ａブロックの4位とＢブロックの4位)は次年度第2部に入れ替わる。

第2部の上位2チーム(優勝、準優勝チーム)は、次年度、第1部に入れ替わる。

　　　　　申込みアドレス：moshikomi@tojuren.or.jp

　　　　　＊申込書はPDF等にせず、Excelデータのまま送付のこと。

入力された情報はプログラムや大会運営・広報に至るまで共通して使用する。

間違いの無いよう送信前に必ず確認のこと。

＊各項目に明記している全角・半角・スペース入・/入などに従って入力してください。

参 加 費　1チーム 20,000円　※ 申込締切（11/21）までに振込をすること

表 彰 第1部、第2部の優勝・準優勝・3位(2チーム)の8チームを表彰する。

前年度優勝チームに、レプリカを授与する。

申 込 方 法 申込締切　令和7年11月21日（金）23：59

申込方法   所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、下記メール宛に添付し申込むこと。

受 付 監督・選手は、大会当日12時30分までに各自、新館4階にて受付を行うこと。

受付を行わなかった場合は、欠場扱いになるので、注意すること。

選 手 変 更 令和7年12月11日（木）23：59までに選手変更届をFAX又は申込アドレスまで提出すること。

以後は欠場扱いとなりチーム編成は欠場選手の階級が穴あきとなる。

 ※三菱UFJ銀行　春日町支店　普通口座　1060735　公益財団法人東京都柔道連盟

 ※領収書を必要とされる場合は申込書の領収書発行希望に✔してください。

申込に関する問い合わせ先　　東京都柔道連盟

メール：moshikomi@tojuren.or.jp / TEL：03-3818-5639

組 合 わ せ 令和7年11月28日（金）頃　東京都柔道連盟事務局にて実施予定

大会当日、参加者は健康保険証を必ず持参すること。

ゼ ッ ケ ン 出場選手は着用する柔道衣に規定の大きさのゼッケンを正しく縫い付けること。

柔 道 衣 ゼッケンを付けていない選手は出場出来ない。

所属名は出場地区名とする。

保 険 主催者が参加者全員に対して傷害保険の加入手続きを行い、その費用を負担する。

尚、万一の事故発生に備え、各所属で別途傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を

たてておくこと。

大会中の負傷・疾病については応急処置を施すとともに、傷害保険の範囲内で責任を負うもの

とする。

サイズは概ね横30㎝～35㎝、縦25㎝～30㎝。

布地は白色(晒・太綾)とし、書体は太いゴシック体または明朝体(楷書)で横書き、黒文字。

縫い付けの位置は、後ろ襟から5㎝～10cm下部とし周囲と対角線に強い糸で縫いつける。

苗字（姓）は上側2/3、出場するチーム名は下側1/3を目処とする。
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25㎝～30㎝ ゼッケン

練習の再開に関しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。

皮膚真菌症（トンスランス感染症）について、発症の有無を各所属の責任において必ず確認する

こと。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関において的確

な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は大会への出場ができない場

合もある。

1/3

各 種 対 応 脳震盪について

大会前1カ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の治療を受け出場の許可を得ること。

大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。

(なお、至急、専門医(脳神経外科)の精査を受けること。)

等に公開される場合がある。

大会時に撮影する映像を、審判員および指導者の技能向上のための研修会資料として使用する

場合がある。

監督は、審判員に準じた服装とする。

※男性：スーツにネクタイ着用（審判員ネクタイ不可）　女性：スーツ着用

身体を冷やさないため防寒着や靴下の会場への持ち込みは可とする。

そ の 他 個人情報、肖像権の取り扱いについて

下記項目について、申込書の提出をもって了承されたものとし取扱う。

申込時に入力した個人情報・競技結果・大会中に撮影された写真または動画等の映像が、

大会プログラム・競技会場内外の掲示板等・大会ホームページ・都柔連Facebookに掲載される

場合がある。また、その他報道機関等により新聞、雑誌、テレビおよび関連ホームページ

鈴 木

世田谷区


